
202３年度事業報告

2024年4月

九州SDGs経営推進フォーラム事務局



SDGs経営の推進と地域課題・社会課題の解決による、
地域企業と九州地域の持続的な発展

運営事業 活動内容 パートナーシップ

九州SDGs経営推進フォーラム 全体像

１．普及啓発
（セミナーを通じた情報発信等）

２．交流促進
（会員同士の交流、官民連携の推進等）

３．SDGs経営の支援
（パートナー企業との連携による支援等）

総会

運営委員会

分科会

パートナー企業

目指す姿
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全国SDGs
プラットフォーム

連絡協議会



●事務局

設立 2020年2月3日
●会長

井上 滋樹
九州大学大学院芸術工学研究院教授 
／SDGsデザインユニット長
／未来デザイン学センターSI部門長

●運営委員

【事業計画の策定、分科会の承認等】 ※所属五十音順

委員長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

金谷 明倫 九州経済産業局 総務企画部長

片山 礼二郎 (公財)九州経済調査協会 調査研究部長

久保 文一 (一社)九州経済連合会 経営企画室長

後藤 伸也  (独)国際協力機構九州センター 企業連携課長

濱砂 清 (一社)ＳＩＮＫａ 代表理事

井上 貴 (独)中小企業基盤整備機構 九州本部長

島本 さゆり (株)日本政策金融公庫 
中小企業事業本部 九州地区統括

●アドバイザー

【運営及び実施事業に対する助言】

田瀬 和夫
SDGパートナーズ有限会社
代表取締役CEO

●コーディネーター

【課題解決に向けたマッチング支援】

原口 唯
株式会社YOUI 代表取締役
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会員

1,057
（2024年3月1日時点）

【内訳】

法人・団体 701
自治体 72
個人  284

運営体制

九州経済産業局 総務企画部 企画調査課 https://www.kyushu.meti.go.jp/seisaku/kyosoryoku/index.html

TEL 092-482-5414 ／ E-mail bzl-kyushu-SDGs@meti.go.jp

https://www.kyushu.meti.go.jp/seisaku/kyosoryoku/index.html


2023年度実施事業
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8月8日 官民共創プロジェクト推進セミナー

10月20日 未来共創カンファレンス ～社会課題に立ち向かう若者たち～

10月26日 官民共創プロジェクト自治体向けワークショップ

12月7日 官民共創プロジェクト企業向けワークショップ

1月11日 地域・社会課題解決を起点としたビジネス拡大セミナー

1月26日 地域づくり勉強会 ～小郡市×社会起業家 鴨のまちへの挑戦～

1月28日 地域づくり勉強会 ～西原村×社会起業家 「仕事づくり」とこれからの西原村～

2月6日 官民共創プロジェクト取組報告会 ～官民共創の新しい形～

２月１５日 シンポジウム ～社会を変える地域を動かす「社会起業家の芽吹く九州」に向けて～

2月27日 地域・企業共生型ビジネス推進フォーラム

２月２８日 インクルーシブデザインでつながる未来：共創から生まれる新たな価値

3月12日 官民共創による地域・社会課題解決セミナー

通年 メールマガジン配信（週1回程度）
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参考：事業計画
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SDGsの普及啓発



⚫ メールマガジン「SDGsナビゲーション」を通じて、国の支援施策やフォーラム会員主催イベン
ト等に関する情報発信を実施。2023年度の配信数は48件。

⚫ また、ホームページを通じて、フォーラムの活動内容等に関する情報発信を実施。（2023年
7月にリニューアル）

情報発信
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【ホームページ】【メールマガジン】



「Team Expo 2025 in Kyushu」

【実施主体】 株式会社YOUI

わが国が世界に誇るSDGs共創プロジェクトである大阪・関西万
博（EXPO2025）を九州から盛り上げるための勉強会および共
創ワークショップの実施を行い、本分科会で検討した事業アイデア
を2025年に万博で実現することを目的とする。

●活動内容
万博をテーマとしたイベントの開催2件、ブース出展２件

「九州休眠預金実践経営戦略会議」

【実施主体】 一般社団法人SINKa

金融機関の口座で10年以上出し入れが確認できない休眠 
預金を民間公益活動のために活用する制度を活用して、地域 
課題解決に取り組みたい方、地域課題を抽出する方との意見 
交換・情報共有や、資金分配団体の育成等の活動を行う。

●活動内容

九州休眠預金実践経営戦略会議の開催（毎月1回）

分科会活動

7（分科会活動の一例）

⚫ SDGsの普及や実践に向けてフォーラム会員が取り組む自主事業「分科会活動」を推進。

⚫ 2023年度は9つの分科会活動が発足。フォーラム事務局と連携しながらイベント等を実施。



分科会活動一覧
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No. 分科会名（No.は申請順） 代表者 主な活動エリア

1 マスコミOBネット
マスコミOBネット

柿元 薫
福岡県、佐賀県

2 流通SDGs発信プログラム
凸版印刷株式会社 九州事業部

吉田 幸司
福岡県を拠点に

九州全域

3
九州の地域課題解決から暮らし向上

～ソーシャルビジネス/SDGs・休眠預金事業で事業創造～
九州休眠預金実践経営戦略会議

一般社団法人SINKa
濱砂 清

九州全域

4 SDGsバンブープロジェクト推進フォーラム
一般社団法人九州循環共生協議会

山村 公人
福岡県、および、

近隣県

5 中小企業のためのSDGs経営
一般社団法人福岡県中小企業診断士協会

SDGs推進ネットワーク福岡
越川 智幸

福岡県、熊本県、
佐賀県、鹿児島県、

東京都

6 アートで考えるSDGsプロジェクト
株式会社シーノ・オフィス

白神 しのぶ
福岡県、佐賀県、
東京都、京都府

7 つくる責任、つかう責任の実践！九州GPN
九州グリーン購入ネットワーク

末竹 哲
九州全域、沖縄県

8 TEAM EXPO2025 in 九州
株式会社YOUI

原口 唯
福岡県、大阪府

9 九州防災災害支援コンソーシアム
公益財団法人佐賀未来創造基金

山田 健一郎

佐賀県、福岡県、長崎県、
大分県、熊本県、宮崎県、

鹿児島県



パートナー企業

2021年12月から、中小機構九州本部と連携し、
J-Good Tech内の「サイト九州特設ページ」でも紹介。
https://jgoodtech2.smrj.go.jp/lp/kyushu-oi2 

9
（パートナー企業ダイレクトリーの一例）

⚫ SDGsの普及啓発やSDGｓ経営のサポートを行う企業、地域・社会課題解決に関するノウハ
ウを有する企業等を「パートナー企業」として選定。2023年度の新規追加12者、合計５８者。

https://jgoodtech2.smrj.go.jp/lp/kyushu-oi2


No 団体名 所在地 No 団体名 所在地 No 団体名 所在地

1
（一社）福岡県中小企業診断士協会 
SDGs推進ネットワーク福岡

福岡市 22 （株）GNE 福岡市 43 株式会社ミカサ 福岡市

2 （株）野口ビジネスコンサルティグ 宗像市 23 柳井電機工業（株） 大分市 44
出光興産（株）潤滑油二部
九州潤滑油課

福岡市

3 （株）経営支援センター 長崎市 24 （株）ビジネスリファイン 福岡市 45 （一社）mixjam 直方市

4 （株）中村製材所 佐賀市 25 リューコス（株） 佐世保市 46
（株）RITAマーケティング

   パートナーズ
熊本市

5 （株）ナカムラ消防化学 大村市 26 シンワラボ（株） 福岡市 47 （株）利他フーズ 熊本市

6 オフィス・ハチドリ 福岡市 27 （株）九州フィナンシャルグループ 熊本市 48
（株）プロジェクトデザイン

   福岡オフィス
福岡市

7 中倉ビジネスコンサルティング 福岡市 28 （株）杉本商店 高千穂町 49 (株)ATGREEN 北九州市

8 （株）学生情報センター
福岡市
京都市

29 （株）ヒューマンブレークスルー 福岡市 50 東京海上日動火災保険(株) 福岡市

9
特定非営利活動法人APU
グローバルビジネスネットワーク

別府市 30 （株）KCL 鹿児島市 51 ドクターメイト(株) 東京都

10 株式会社サティスファクトリー 東京都 31 （株）イノベーションパートナーズ
東京都
嬉野市

52 (株)矢野経済研究所 東京都

11 （株）丸信 久留米市 32 日商エレクトロニクス（株） 東京都 53
アジア・アフリカ・インスティテュート   
（同）

東京都

12 （株）モリサワ 福岡営業所 福岡市 33 （一社）フミダス 熊本市 54 （株）北海光電子 北海道

13 （株）LbE Japan 福岡市 34 MCPジャパン・ホールディングス 福岡市 55 正和電工（株） 北海道

14 SDGパートナーズ（有） 東京都 35 （株）オーイーシー 大分市 56 (株)北海道環境バイオセクター 北海道

15 三井住友海上火災保険（株） 福岡市 36 （公財）地方経済総合研究所 熊本市 57 アイトステック(株) 東京都

16 （合）松下生活研究所 熊本市 37 第一生命保険（株）西日本営業局 福岡市 58 (株)中原電気商会 北海道

17 （株）倖乃舎 飯塚市 38 （株）アースダンボール 宗像市 59 （同）つれづれ 北海道

18 （一社）SINKa 福岡市 39 arm2.5 藤沢市 60 (株)あかりみらい 北海道

20 燕楽舎一級建築士事務所 福岡市 41 （一財）ウェルネスサポートLab 福岡市

21 （株）フラウ 福岡市 42 NPO法人武道の学校 北九州市

パートナー企業一覧
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※ №19・№40は欠番

202３年度追加



全国SDGsプラットフォーム連絡協議会
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全国SDGsプラットフォーム連絡協議会

【事務局】 内閣府地方創生推進事務局

地方創生SDGs

官民連携プラットフォーム

関西SDGs

プラットフォーム

九州SDGs経営推進

フォーラム

【事務局】
JICA関西 ・ 関西広域連合 ・ 近畿経済産業局

【事務局】 九州経済産業局【事務局】 内閣府地方創生推進事務局

取組の内容
•会員相互間の連携を促進するための情報共有
•各会員が実施するセミナー・マッチングイベント等への相互参加
•本会活動の国内外への積極的な情報発信等

北九州SDGsクラブ

【事務局】 北九州市

⚫ 2021年9月7日に発足した「全国SDGsプラットフォーム連絡協議会」では、エリアを跨いだ
情報共有・意見交換を定期的に実施。2023年度は、6月にオンラインで会合を開催。

⚫ なお、2022年8月に北九州SDGsクラブが新会員として加入。また、同年9月に（公社）２０
２５年日本国際博覧会協会と連携協力を締結。
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官民共創
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8月

10月

12月

２月

官民共創プロジェクト推進セミナー

従来型の受発注の関係を抜け出し、同じ目線で地域・社会課題に向き合えるよう

に、企業から自治体へ課題の大枠を提案し、実施内容を一緒に作り上げる仕組み

「逆プロポ」の普及啓発を実施。

(参加者164名、満足度92％) 

自治体向けワークショップ

官と民の考え方や文化のギャップ解消に向けて、直方市・飯塚市・佐賀市・鳥栖市

の参加のもと、自治体が抱える課題を企業に分かりやすく伝えるための「言語化」

を体験。

(参加者４自治体10名、満足度１００％)

企業向けワークショップ

自治体から実際に提案のあった4つの地域・社会課題をもとに、課題解決型の事業

開発について学ぶ体験型ワークショップを開催。

(参加者９社１８名、満足度１００％)

官民共創プロジェクト推進事業～官民共創の新しい形～

2023度の官民共創プロジェクト推進事業を通じて得られた気付きや、官民共創

の成功に向けたポイント等を共有するための取組報告会を開催。

（参加者43名、満足度９６％）

官民共創プロジェクト推進事業

１０月 自治体向けワークショップの様子

１２月 企業向けワークショップの様子

２月 取組報告会の様子

⚫ 昨今、地域・社会課題が多様化・複雑化し、自治体単独での対応が困難となる中、それをビジ
ネスチャンスと捉え、自治体の課題解決と企業の収益性の両立を目指す「官民共創」に着目。

⚫ 2023年度、官民共創プロジェクトの創出に向けたセミナーやワークショップ等を実施。
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46.55%

25.86%

27.59%

既に社会課題解決に向けた事業を実施または検討している

これから具体的な事業を検討したい

現時点で事業実施は難しいが、興味・関心はある

39.7%

43.1%

13.8%

3.4%

取り組んでみたいと思った

やや取り組んでみたいと思った

あまり取り組んでみたいと思わなかった

未回答

18

地域・社会課題解決を起点としたビジネス拡大セミナー

⚫ 成果志向で官民連携に取り組む手法であるPFS（Pay For Success）/SIB（Social 
Impact Bond）をテーマに、経済産業省ヘルスケア産業課等との連携のもと、関連施策の
最新動向や民間事業者の取組等を紹介するセミナーを開催。

【社会課題解決に対する興味・関心の変化】

（n=58）

（n=58）

【PFS/SIBへの取組意欲の変化】
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地域・企業共生型ビジネス導入・創業促進事業

⚫ 九州経済産業局の施策（令和5年度地域・企業共生型ビジネス導入・創業促進事業）と連携し、
持続可能な地域・社会課題解決のアプローチを各地に普及するためのセミナーを開催。
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【中間支援団体事例集～地域・社会課題解決のエコシステム構築に向けて～】

中間支援団体事例集

⚫ 持続的な地域・社会課題解決につながるエコシステムの構築に向けて、その中核を担う「中
間支援団体」の役割に着目。

⚫ 九州経済産業局の施策と連携し、九州に活動拠点を置く中間支援団体６社の事例集を作成。
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若手社会起業家
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未来共創カンファレンス

⚫ 若者・学生の社会起業の促進を目的に、立命館アジア太平洋大学(APU)等との連携のもと、
「未来共創カンファレンス」を開催。

⚫ 社会起業家等によるパネルディスカッションで実体験を共有し、参加者の意識変容につな
がった。また、地元のテレビ・新聞に取り上げられるなど、反響を呼んだ。

変わった 変わらない

大変参考になった 参考になった

内容が難しかった 期待していた内容と違った

参加した感想

ソーシャルビジネスや起業への
興味・関心の変化

n=44

n=44

93.2%

97.7%



23

【小郡市の地域課題解決に役立つ内容か】

（n=２３） （n=２３）

48%

43%

9%

大変満足 満足

やや不満 とても不満

57%

43%

大変役立つ 役立つ

あまり役立たない 全く役立たない

【地域による社会起業家の支援に対して理解が深まる内容か】

（n=14）

54%
43%

3%

大変深まる 深まる あまり深まらない 全く深まらない

【満足度】

地域づくり勉強会 ～小郡市×社会起業家 鴨のまちへの挑戦～

⚫ 小郡市「鴨のまちプロジェクト」に着目した地域づくり勉強会を開催。

⚫ 本プロジェクトの加速に向け、糸島市を拠点にジビエの普及に取り組む若手社会起業家を
招聘し、今後の方策について議論を行った。



71%

29%

大変役立つ 役立つ

あまり役立たない 全く役立たない

71%

29%

大変満足 満足

やや不満 とても不満

24

【西原村の地域課題解決に役立つ内容か】

（n=14） （n=14）

【地域による社会起業家の支援に対して理解が深まる内容か】

（n=14）

50%50%

大変深まる 深まる あまり深まらない 全く深まらない

地域づくり勉強会 ～西原村×社会起業家「仕事づくり」とこれからの西原村～

⚫ 西原村の「仕事づくり」を検討するための地域づくり勉強会を開催。

⚫ 地域活性化に取り組む若手社会起業家を招聘し、スタートアップ支援や起業家教育等の方
策について議論を行った。

【満足度】



56%

44%

大変満足 満足

やや不満 とても不満

42%

56%

大変役立つ 役立つ

あまり役立たない 全く役立たない
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【地域・社会課題解決に役立つ内容か】

（n=36） （n=36）

【地域による社会起業家の支援に対して理解が深まる内容か】

（n=36）

53%
44%

大変深まる 深まる あまり深まらない 全く深まらない

【満足度】

シンポジウム ～社会を変える 地域を動かす「社会起業家の芽吹く九州」に向けて～

⚫ 地域の包摂的成長に向けて社会起業家の取組を後押しする観点から、シンポジウムを開催。

⚫ 地域づくり勉強会での取組を報告するとともに、九州で活躍する若手社会起業家の取組紹
介、有識者による講演・パネルディスカッションを実施。
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【参考】社会起業家事例集（九州経済産業局）

⚫ 九州経済産業局では、九州で活躍する15名の若手社会起業家にインタビューを行い、事例
集「社会起業家の芽吹く九州に向けて」を作成。

⚫ 社会課題の解決を志した背景、現在のビジネスモデルや今後の展望等を紹介するとともに、
2050年にどのような世界であってほしいかというメッセージを掲載。
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インクルーシブデザイン
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インクルーシブデザインでつながる未来

⚫ 包摂的な社会の実現に向けて、インクルーシブデザイン（※）に着目。
(※)従来の商品開発のメインターゲットとされていなかったユーザー（例：障害者・高齢者・外国人等）の潜在的なニーズを新たな価

値創造の視座と捉え、当事者と共にアクセシビリティの改善やイノベーションの創出を目指す手法。

⚫ 2024年2月、福岡市内の百貨店で「インクルーシブデザインでつながる未来」と題した企
画を実施。民間企業等と連携し、ワークショップ・講演会・ウィークリーフェアを展開。テレ
ビ・新聞等のメディア掲載は10件以上となった。

日 時：
2024年2月28日（水）

10:30～13:30
2024年2月28日（水）

16:00～17:30
2024年2月28日（水）

～3月5日（火）

場 所：
大丸福岡天神店

店内ショップ・レストラン
大丸福岡天神店

東館エルガーラ5階
大丸福岡天神店

東館エルガーラ3階

主 催：
九州経済産業局・

九州SDGs経営推進フォーラム
九州経済産業局・

九州SDGs経営推進フォーラム
博多大丸・PLAYWORKS

企画協力： 博多大丸・PLAYWORKS
博多大丸・PLAYWORKS・

九州大学大学院芸術工学研究院
（出展数15件）

参 加：
大丸社員等20名程度

障害当事者4名
企業・行政・障害当事者等70名程度 累計約1,500名

① ワークショップ ② 講演会 ③ ウィークリーフェア
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① ワークショップ

（グラフィックレコーディング：近藤茜）

⚫ 2024年2月28日、大丸社員と障害当事者（視覚障害・聴覚障害・肢体不自由）の参加のもと、

店内での買い物・食事を題材に、インクルーシブデザインの考え方を取り入れた「ワークショッ

プ」を開催。

⚫ 参加した大丸社員からは「思っていたよりも知らないことが多かった」「百貨店として色々なこ

とを見直す機会になった」、また、障害当事者からは「友達といるような感覚で気楽に買い物

ができて嬉しかった」「百貨店全体のサービス向上に活かしてほしい」といった声があった。



講演会の満足度

大いに満足 満足 普通 やや不満 大いに不満

インクルーシブデザインへの関心の変化

高まった 変わらない 下がった

⚫ 2024年2月28日、インクルーシブデザインに関する有識者・政策担当者の登壇のもと、「共

創から生まれる新たな価値」と題したパネルディスカッション形式の講演会を開催。

⚫ 企業・行政・障害当事者の他、外国の方や高校生など、約70名が参加。非常に高い満足度と

なった。
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② 講演会

n=36

n=37

97%

97%

当日参加者アンケートより



⚫ 2024年2月28日～3月5日、博多大丸・PLAYWORKS主催により、インクルーシブデザ

インをテーマにした製品・サービスの展示会「ウィークリーフェア」を展開。

⚫ 10品以上を実際に手に取ることができる珍しい機会として話題になり、九州内外から多

くの方が来場。
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③ ウィークリーフェア（※同時開催イベント）


